
設置について　

■直射日光のあたる場所、ストーブ・エアコンなどの冷暖房器の近くや高温・多湿の場所での設置、使用はしないでください。
　火災・変色・変形・カビ・破損等の原因になります。
■製品本体は壁など、他のものとは離して風通しの良い場所に設置してください。
　製品または壁の破損・変色・変形・カビ等の原因になります。
■製品は平らな場所に水平に設置してください。
　傾斜、段差のある場所での使用は転倒してケガをしたり、がたつきや異常音等故障・破損の原因になります。
■床がフローリング・畳等の場合は床面の傷防止の為にも、製品の設置面と床との間にカーペットなどの敷物を敷くことをお勧めします。
　または製品の設置面に傷保護材（市販のフェルト等）を貼るなどしてください。
■床がビニール製等の場合も床面の傷防止、変色等の為にも、製品の設置面と床との間にカーペットなどの敷物を敷くことをお勧めします。
■新品のうちは組み立ての際に要する接着剤等の臭いが残っている場合があります。
　しばらくは換気をし、風通しの良い場所で放置してください。
■電源コードを製品でふまないようにしてください。コードが破損し、感電・火災の原因になります。

ご使用上の注意

■この製品は家庭用として規格されたものです。業務用としてのご使用はできません。
■製品の規格された目的以外では使用しないでください。また製品の上で飛び跳ねたりしないでください。
　転倒してケガをしたり、がたつきや異常音等故障・破損の原因になります。
■製品に強くよりかかったり、横から強い衝撃を加えないでください。がたつきや異常音等故障・破損の原因になります。
■天板・側面に強い衝撃を与えたり、物をぶつけるなどしないでください。
　がたつきや異常音等故障・破損の原因になります。
■重量がかかっている状態で傾けたり激しく動かさないでください。
　転倒してケガをしたり、がたつきや異常音等故障・破損の原因になります。
■移動の際は押したり引いたり引きずることで床に傷が入ったり、本体や脚部等が破損するおそれがあります。
　必ず持ちあげて移動してください。
■湿度の高い場所や濡れた状態でのご使用は、カビ、におい等の発生の原因になります。風通しをよくしてご使用ください。
■床面に対する保護はお客様の管理責任としてください。

保守・点検

■ネジ・金具類はゆるみやぐらつきがないか定期的に点検し、緩みが生じた場合は、早急に締め直してください。
　そのまま放置しますとケガをしたり、がたつきや異常音等故障・破損の原因となります。
■お客様による製品の改造・不当な修理はしないでください。
　強度が弱くなりケガをしたり、がたつきや異常音等故障・破損の原因になります。

お手入れ方法

■製品の日常のお手入れは柔らかく乾いた布で軽く拭いてください。硬い布地を使用されますと商品に細かな傷がつくことがあります。
■製品の汚れのひどい場合は中性洗剤を3%～5%に薄め、柔らかい布に浸しよくしぼり、汚れを拭き取ってください。
　そのあとで固くしぼった柔らかい布で水拭きし、最後は自然乾燥させてください。
　濡れたままの状態は錆、腐食、変形、変色等の原因になります。
■本製品は無垢材を使用しています。定期的なメンテナンス（傷や艶の保護）には市販の植物性オイルを施していただくことをお勧めします。

保存用 取扱説明書

この度は本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご購入いただきました製品を末永く安全にご使用いただくために、
この取扱説明書をよくお読みの上、内容をご理解頂いた上でご使用ください。
また本書は、いつでもご覧いただけるように保管してください。
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柿渋塗料について

研磨の跡

※ 100％植物性自然塗料を使用しています。
    その為、開梱後しばらくの間、塗料が付着したり
　においが感じられる場合がございます。

※ 布等で強く擦ると他のものに色移りする場合が
    ございます。予めご了承ください。

※ 臭いが気になる場合は換気を十分に行ってください。

※ 柿渋には特有の臭いを感じますが時間の経過
    とともに和らぎ馴染んでいきます。
    柿渋の効果については永年持続いたします。

※ 柿渋塗料は古くから日本の建築物で使われてきた
    塗料として知られており、お部屋の中のVOCを
    中和、分解する力があり、抗菌・防腐効果も
    期待できます。塗料に使用する渋柿は京都産
    の天王柿を使用し、職人の手により昔からの
    技法で作られるものを使用しています。

※ MINOシリーズは1点1点職人の手作業によって
   仕立てます。特にチェアの座面は座り心地を
   よくするために曲面加工を施しています。機械での
   仕上にはない跡、つまり"味わい深さ"がうっすらと
   表れ、表面に研磨跡が見られる場合がございます。


